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第１章 学園ビジョン 

 

学校法人こおりやま東都学園は、地域社会に貢献する人材の育成を使命として教育活動とともに、附

帯教育事業や附随事業を展開している。また、本学園のビジョン、経営理念、経営方針、そして行動指

針については、以下のとおりである。当事業計画は、これらの学園ビジョンを基盤として、具体的な教

育活動及び学校運営並びに附帯教育事業、そして附随事業の方向性を示すものである。 

 

１．ビジョン  

こおりやま東都学園は、「高度な職業教育」を実践し、地域社会に求められる専門職者を育てます。  

（１）「感性」を磨き、「知性」を高める学園   

真の「知性」とは豊かな「感性」に基づきます。 一人ひとりの天分を開花し、豊かな情操を育み、

そのうえに深い叡智と幅広い知識と卓越した技術を身につけることで、高い専門性をもった人材を

育成します。 

（２）「個」を鍛え、「社会性」を育む学園   

社会とは「個」の集積です。 一人ひとりの「個」の力を高めるとともに、多様な価値観を受入れ、

礼節を重んじ、時代の変化にも適応できる「社会性」をもった人材を育成します。 

（３）「地域社会」に学び、その「学び」を継続する拠点となる学園   

「地域社会」に学ぶとともに、人々が生涯にわたって「学び」を継続する拠点として、地域社会と

ともに歩みます。 

（４）「学術研究」を深め、「教育研究」の成果を実践する学園   

「学術研究」を推進し、知を発信することで社会に貢献します。 同時に、すべての教職員は教育の

在り方、方法を研究・工夫し、「教育研究」の成果を日々の教育で実践します。  

（５）「己」を知り、「世界」を理解する人を育てる学園 

   外国人をはじめとした多様な人々と触れ合い、日本文化はもとより、広く外国文化を学ぶ教育を行

います。「己」を知り他者を理解することで、地球規模で活躍すべく「世界」を理解する人材を育成

します。 
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２．経営理念  

職業教育を通じて、一人でも多くの入学生がそれぞれ目標とする専門職者になることにより、地域社

会に貢献し、その周囲の身近な方々と豊かな生活が送れるよう万全なサポート体制を確立する学園を

めざします。 

 

３．経営方針  

本学生に対して、職業教育を施します。 

（１）学生第一主義とし、万全なサポート体制をもって、国家資格取得を支援する学園をめざします。 

（２）日々の教育研究の成果を日々の教育で実践する学園をめざします。 

（３）常に万全なサポート体制をもって、質の高い教育を施す学園をめざします。 

（４）在校生や卒業生にとって、身近な存在となる学園をめざします。 

 

４．行動指針  

（１）常に新しいことへ取組む風土づくりを築いて、自立型人材を創出しつつ、学外人材とのパートナ

ーシップによって、専門スキルを獲得していくこと。 

（２）学校内外の人材資源を有機的につなぎ、役割分担を果たすことによって、支えられる教職員や学

生がいて、それに気づいた者がより良い循環で動きはじめることを知ること。 

（３）一人ひとりが微力でも、その能力を見極め、適材適所に配置して動かすことこそが組織であり、

経営者やリーダーの仕事であることを肝に銘じること。 

（４）人を活かさず人材不足と嘆くのではなく、不足しているのは経営者やリーダーの度量であること

を自覚すること。 

（５）何事も施策の効果を検証できるよう、ＰＴＶＡサイクルと６Ｗ２Ｈフレームワークを意識し、そ

れらをベースにさまざまな考え方に結びつけること。  
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第２章 ２０２５年（令和７年）度事業報告書 

 

１．法人の概要 

  学校法人こおりやま東都学園は、前身である学園が１９９２年（平成４年）１２月に福島県知事の

認可を受け創業し、２００３年（平成１５年）３月には、これをそのまま継承した。今年（２０２６

年）で創業３３年余が経過し、創立２４年目を迎えるに至った。これまでの間に東都国際ビジネス専

門学校の設置、そして郡山健康科学専門学校の設置により８学科（介護福祉学科、作業療法学科、理

学療法学科、メディカルスポーツ柔道整復学科、応用理学療法学科、こども未来学科、日本語学科、

国際教養ビジネス学科）を開設し、その間には東都国際ビジネス専門学校の休校、１学科（応用理学

療法学科）の募集停止を経て、現在は７学科体制で運営している。 

２０１１年（平成２３年）に三陸沖を震源として発生した東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）

から今年（２０２６年）で１５年が経過し、震災当時はマグニチュード９．０、国内観測史上最大級

の最大震度７の地震を記録し、激しい揺れとともに広い範囲で大津波が押し寄せ、さらには原子力発

電の二次的な人災を含む複合災害に翻弄され、総学生数が３６９人まで減少した。そこから現在、約

１．４倍の５２０人余の学生数まで増加し、保育・介護・医療・ビジネスの各分野における実学が伴

う職業教育を施し、高度専門人材育成を行っている。 

 また、本校においては、以上の「教育事業」とともに、以下のとおり介護職員初任者研修所や介護

福祉士実務者研修所をはじめとする「附帯教育事業」やキッズ東都学園保育園をはじめとする「附随

事業」、そしてつくば開成高等学校郡山校として単位制の通信制高等学校、さらには日本感性保健医療

福祉学会の事務局を置き、学問の真理を探究する研究活動などによって地域貢献を推進し、人材の育

成と地域社会の発展に寄与すべく活動している。 

□ 介護職員初任者研修所・介護福祉士実務者研修所 

□ キッズ東都学園保育園 

□ キース鍼灸接骨院 

□ 【発達総合療育】わんぱく東都学園児童発達支援事業所・放課後等デイサービス事業所 

□ 【発達スポーツ療育】わんぱく東都学園児童発達支援事業所・放課後等デイサービス事業所 

□ にじいろ東都学園フリースクール 
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□ まんまーる東都学園こども地域食堂 

□ 国際交流センター 

□ 【単位制・通信制高校】つくば開成高等学校郡山校 

□ 日本感性保健医療福祉学会 

  なお、学園業務全般に係る職務は、主に５つに分類され、その活動内容は以下のとおりである。 

 ＜職務分類＞ 

Ⅰ－①人材養成 ②進路選択 ③課外活動 ④心身の健康に関する指導や援助等  

Ⅱ－①社会貢献 ②本校以外の者との連携 

Ⅲ－①研究   

Ⅳ－①円滑かつ効果的な業務の遂行のための支援 ②運営に係る企画立案  

Ⅴ－①人事 ②総務 ③財務 ④広報 ⑤情報システム ⑥施設及び設備 ⑦その他の運営に必

要な業務 

 ＜主な活動内容＞ 

１．学生募集・広報活動 

１８歳人口の急激な減少という構造的な少子化問題に加え、大学の増設による競争激化、そして

若者の価値観や経済状況の変化が複合的に影響していることなどにより、学生募集環境が厳しさを

増すとともに、本学園においても入学志願者数の確保、延いては入学生の質と量の確保が重要な課

題となっている。 

（１）高校ガイダンス管理体制の見直し 

高校ガイダンス及び進学相談会については、参加状況（接触情報）の中央管理が十分ではな

く、包括的な募集戦略としての活用が十分に図られていなかったことを踏まえ、参加状況（接

触情報）の見直しを行い、より効果的な学生募集活動の推進を指示した。 

（２）Web媒体やSNSを活用した情報発信の強化 

従来の紙媒体中心の広報では若年層への情報発信に限界があることから、広報手段の多様化

の必要性を踏まえ、Web 媒体や SNS を活用した情報発信の強化を指示し、担当者からの提案

（新たなWEB広告の契約、SNS動画広告などの導入）を協議のうえで決裁した。 
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（３）プロバスケットボールチームとの連携 

双方にとって高いシナジー（相乗効果）を生む取組みとして、主に「実践的な人材育成」「地

域活性化と健康増進」「持続可能なスポーツ環境」の意義から、スポーツを通じた地域連携によ

る広報効果を期待し、福島ファイヤーボンズとの連携事業を開始している。今年度は本校主催

試合を企画・実施を指示した。 

２．教育・学生支援 

社会環境の変化に伴い、職業教育には新しい教育分野への対応及び教育の特色化が求められて

いる。 

（１）新学科の新設 

従来の教育分野のみでは将来的な教育ニーズへの対応が十分とは言えないことを踏まえ、新

たな教育分野の拡充を目的として国際教養ビジネス学科の設置に向けた申請準備を推進した。 

また、国内学生のみを対象とした教育体制では学生数確保に限界があることから、国際化へ

の対応及び学生確保の観点より留学生の職業教育を拡充し、企業と連携した実践的カリキュラ

ムとして、コーオプ教育（Cooperative Education；企業と連携し学生が実務経験を積みながら

単位と報酬を得る教育プログラム）を導入するなど、留学生受入れ体制の整備及び受入れ拡大

を推進した。 

その結果、当初予定していた定員数を大きく上回る入学志願者を得る結果となった。 

（２）新教育分野の導入 

新たな教育領域への対応として、若年層の関心の高まり及び関連産業の成長を踏まえ２０２

５年度開校した「つくば開成高校郡山校」について、①バスケットボールコース、②保育コー

ス、③健康スポーツコース、④シェフ・パティシエコース、⑤ビューティーコース、⑥アロマ

コース、⑦ｅスポーツコース、⑧アニマル探求コース、⑨ミュージックコース、⑩コミック・

イラストコースの導入に向けた検討を行い設置した。 

また、①バスケットボールコースに伴い設置した“バスケットボールクリニック”は理学療法

学科教員の指導を実施すること、本学生がスタッフとして参加するなど、上述１．（３）の効果

を発揮し学園の力に結びつける事業として定期的に開催することにつながった。 
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（３）ホースセラピー教育の導入 

教育の特色化を図る観点から、地域資源を活用した新しい教育プログラムの導入が必要であ

るとの認識のもと、直接馬とふれあうことを通して人間関係の構築力や協調性、自己理解を深

めるとともに、情緒の安定や自己肯定感の向上などの心理的効果が期待される教育・療育的手

法として国内外で注目されているホースセラピー教育を指示し導入に至った。 

（４）専門学校間における教育連携の推進 

職業教育においても教育・研究・社会貢献は使命であり、今やこれらは大学だけの次元では

なく、各分野における人的交流及び知識資源の相互活用により連携することを目的とし、日本

調理技術専門学校、郡山ヘアメイクカレッジとの包括協定を結び今後さらなる教育活動の充実

及び発展を推進する。その他、上述２．（２）に係り、既に複数の企業とも包括協定を結んでい

る。 

（５）学費延納・分納システムの新規導入 

経済的な事情により学費納入が困難となる学生が見受けられたことを踏まえ、学生の修学継

続を支援する観点から、従来の一括納入及び２分割納入に加え、柔軟な納入制度となる１０分

割による学費納入方法を新たに導入した。既に複数件の希望又は手続きを進めている学生がお

り、経済的事由により修学を断念することを最小限に留めるべく努めた。 

３．地域連携・社会貢献 

地域社会との関係強化及び社会貢献活動の推進は、本学園の社会的役割を果たすうえで重要で

ある。 

（１）地域貢献活動の推進 

地域において子ども及び家庭への支援ニーズが高まっている状況を踏まえ、地域福祉活動の

一環として「まんまーる東都学園こども（地域）食堂」を持続可能とするとともに、新たに「フ

ードパントリー」を開始し、地域支援活動の拡充を図った。企業や行政との連携、食材の寄附、

多様な世代が交流できる「多世代交流拠点」となり、「子どもの居場所づくり」への進化を遂げ

ている。また、郡山商工会議所の議員を務めていることもあり、地域社会との連携をより一層

強化する観点から、うねめ祭りなどの地域イベントへの参加や地域団体との協力関係の構築を

進めた。 
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（２）新規児童発達支援事業所・放課後等デイサービス事業所の開設 

「【発達スポーツ療育】わんぱく東都学園児童発達支援・放課後等デイサービス事業所」につ

いて、３月に事業所指定（認可）を受け、発達に特性のある子どもを対象にスポーツ療育を中

心とした支援事業を開始する体制を整備した。これにより、地域における療育支援の充実を図

るとともに、本学園の教育資源を活用した地域貢献活動の推進を図っていく。 

４．組織運営・人材育成 

教育の質向上及び組織力強化のためには、教職員の意識改革並びに人材育成が重要である。 

（１）教職員研修の推進 

教職員間で教育理念や学生支援の考え方を共有する必要があることを踏まえ、学生中心の教

育を実現するための意識醸成の観点から「学生ファーストのためにともに成長する会」を実施

した。 

（２）人事管理の適正化 

教職員の勤務管理及び各種人事手続きを適切に実施し、組織運営の安定化を図った。 

５．施設設備整備 

（１）LED照明更新 

２０２７年末に蛍光灯の製造・輸出入が禁止されることを踏まえ、施設設備の計画的更新の

一環として、２月から３月にかけて全館 LED 照明への切替を実施し、省エネルギー化及び教

育環境の改善を図った。 

（２）校舎設備修繕 

校舎設備の老朽化及びエネルギー効率の改善が課題となっており、校舎設備の修繕並びに維

持管理を計画的に実施し、安全で快適な教育環境の確保に努めた。 

６．財務・業務管理 

（１）経費削減及び学費管理台帳の一元化 

学園運営に係る予算執行及び業務管理について、支出管理や学費管理の運用が必ずしも統一

されていない点が見受けられたことを踏まえ、不要な消耗品等の経費支出の確認並びに削減を

指示するとともに、学費管理台帳の書式一元化及び管理体制の整理を指示した。 
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（２）現金取扱いの削減及び決済方法の見直し 

金銭授受の方法について現金による支出を可能な限り削減し、振込による金銭授受を基本と

する運用への見直しを進めたほか、学生窓口における電子マネー決済の導入についても検討・

導入準備を指示した。 

（３）計画、稟議、起案の管理 

事業執行に伴う内容及び支出が明確になっていなっことから、計画並びに管理を徹底し、全

ての事業において稟議書での決裁を実行した。また、PTVAの意識化と実行を推進し、事後の

検証を徹底し、業務改善を図った。 

７．法人運営 

私立学校法に基づき、教育の公共性を担保しつつ非営利で経営を行うために、理事会が最終意

思決定を行い、監事が監査し、評議員会が重要事項の諮問をすべく、円滑に機能させていくとと

もに、附随事業による財政基盤強化にも力を入れている。 

以下は、主に、福島県による令和７年度私立学校運営状況実地調査及び監事による監査会にお

ける実地調査を踏まえ、指摘事項への対応を指示し、直ちに実施したことを点検した是正事項で

ある。 

（１）福島県による令和７年度私立学校運営状況実地調査を踏まえた改善策 

    ①修学支援新制度に係る機関要件のホームページ公開の徹底 

    ②授業料減免認定の取消しとなった生徒の県への届出の徹底 

    ③現行の給与規定の別表と役職手当の相違の解消 

    ④設備支出関係についての承認及び購入の過程の明確化 

（２）監事による監査会を踏まえた改善策 

①計算書類等における期日を遵守した作成 

②稟議規程に基づく事前起案 

③緊急事態のタイムリーな報連相の徹底 

④各学科長及び各施設責任者の意識改革 

⑤旅費規程に基づく適切な支給 

⑥改定就業規則の整備及び諸規程の継続的な見直し 
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２．入学定員及び学生数 （令和８年３月３１日現在） 

１）郡山健康科学専門学校 

学科名 入学年度 学年 修業年限 入学定員 入学者数 

令和８年度 

学年別在校生数 

理学療法学科 令和５年度 

令和６年度 

令和７年度 

令和８年度 

４ 

３ 

２ 

１ 

４ 

４ 

４ 

４ 

６６ 

６６ 

６６ 

６６ 

５６ 

４２ 

４１ 

４０ 

４４(内、留年者４) 

３８（内、留年者２） 

４２（内、留年者１） 

４２（内、留年者２） 

合計 １６６ 

作業療法学科 令和５年度 

令和６年度 

令和７年度 

令和８年度 

４ 

３ 

２ 

１ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２４ 

２４ 

２４ 

２４ 

１４ 

１４ 

１３ 

１９ 

１５（内、留年者１） 

１４（内、留年者１） 

１３ 

１９ 

合計 ６１ 

介護福祉学科 令和７年度 

令和８年度 

２ 

１ 

２ 

２ 

３３ 

３３ 

３４ 

２７ 

３３ 

２７ 

合計 ６０ 

メディカル 

スポーツ 

柔道整復学科 

令和６年度 

令和７年度 

令和８年度 

３ 

２ 

１ 

３ 

３ 

３ 

２４ 

２４ 

２４ 

１０ 

１５ 

２５ 

１１（内、留年者２） 

１３ 

２５ 

合計 ４９ 

こども未来学科 令和７年度 ２ ２ ３３ ２４ ２１ 
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令和８年度 １ ２ ３３ ２３ ２５（内、留年者２） 

合計 ４６ 

日本語学科 

 

令和７年度 

令和８年度 

 

令和７年度 

令和８年度 

２ 

１ 

 

２ 

１ 

１.５ 

 

 

２ 

３０ 

４０ 

 

４０ 

４０ 

２７ 

４０ ※1 

 

３７ 

３６ 

６７ ※1 

 

 

７３ 

合計 １４０ 

国際教養 

ビジネス学科 

令和８年度 

令和８年度 

１ 

１ 

１ 

２ 

２０ 

２０ 

２０ 

２０ 

２０ 

２０ 

合計 ４０ 

総合計 ５６２ 

                     ※１ 日本語学科令和８年度１０月入学生予定数を記載。 

２）東都国際ビジネス専門学校 休校中 

 

３）つくば開成高等学校 郡山校 

学科名 入学年度 学年 修業年限 収容定員 入学者数 
学年別 

在校生数 

 令和８年度 １ ３ ２４０ ３ ３ 

総合計 ３ 
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３．役員及び評議員並びに教職員（令和７年５月1日現在）※五十音順 

１）役員及び評議員の概要 

（１）役員 ８人（理事６人、監事２人） 

理事長      大本 硏二      監事      谷口 英太郎 

理事（学校長）  渡辺 信英      監事      谷本 佳隆 

理事       皆藤 宗郎       

理事       小林 麻衣 

理事       小林 優衣 

理事       橋本 充 

（２）評議員 ７人 

評議員      荒木 芳一      評議員     田之室 匡 

評議員      小林 博美      評議員     千葉 正久 

評議員      佐藤 英司      評議員     永山 千夏 

評議員      下野 江之介 

 

２）教職員の概要（令和７年５月１日現在） 

（１）郡山健康科学専門学校  

学校長      １人 

副校長     １人 

副校長補佐   １人 

専任教員数   ４９人 （内訳）理学療法学科         ９人 

作業療法学科        ６人 

             ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾎﾟｰﾂ柔道整復学科 １０人 

こども未来学科        ８人 

介護福祉学科         ７人 

日本語学科          ６人 

国際教養ビジネス学科     ３人 
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専任職員数    １２人  

非常勤職員数    １人  

嘱託職員      ４人  

派遣職員      １人  

（２）キッズ東都学園保育園 １２人 

   園長        １人  

   副園長       １人  

   管理者補佐     ２人 

   常勤保育士     ５人  

   非常勤保育士    ２人  

   兼任職員      １人 

（３）キース鍼灸接骨院  ３人 

   院長        １人  

   兼任職員      ２人  

（４）わんぱく東都学園児童発達支援事業所・放課後等デイサービス事業所 ２６人 

   管理者（兼任）    １人  

   管理者補佐（兼任）  ２人 

児発管        １人  

   常勤職員       ２人  

   非常勤職員      ４人 

兼任職員      １６人  

（５）にじいろ東都学園フリーススクール ７人 

   管理者（兼任）   １人  

   管理者補佐（兼任） ２人 

   兼任職員       ４人 

（６）つくば開成高等学校郡山校 ５人 

   主任        １人  
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   兼任職員      ４人 

（７）介護職員初任者研修所・介護福祉士実務者研修所 ８人 

   管理者（兼任）   １人 

   兼任職員      ７人 

（８）国際交流センター  ３人 

   センター長（兼任） １人  

   副センター長（兼任）２人 

 （９）リエゾンセンター  ４人 

   兼任職員      ４人 

（１０）法人室      ８人 

   理事長       １人     

   執行役員      １人     

   専任職員      ６人     

   兼任職員      １人     

 

４．校地及び校舎 

１） 郡山健康科学専門学校 

  （１）校地（㎡） 

    郡山市図景二丁目 ７４、７５、７６     １,１０６.６ 

              ８１－１    ５６３.１３ 

                ８１－２           ３２９.４０ 

                １０６、１０７     ３,２４４.２６ 

               ９９－１    ２.２４ 

                １００－１           １８.８２ 

                １０３－１           ５０.００ 

郡山市小原田五丁目８４      ４８５.００ 

（合 計）              ５,７９９.４５ 
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  （２）校舎（㎡） 

      郡山市図景二丁目７４、７５、７６      １,４６１.６８ 

                １０６            ３,６１２.３２ 

            １０７           ７,５７６.３１ 

（合 計）                     １２,６５０.３１ 

２） 借用 

（１）土地（㎡） 

郡山市図景二丁目８８       ９９１.７１（駐輪場） 

郡山市小原田二丁目９８－１    ３１３.９１（学生寮） 

（合 計）                        １,３０５.６２ 

（２）建物（㎡） 

   郡山市小原田二丁目９８－１      ２７８.２４（学生寮） 

（合 計）               ２７８.２４ 

  

５．事業の概要 

 １）入学式 

   ４月５日（土） ホテルハマツ 

   来賓を迎え対面で実施した。 

 ２）海洋リハビリテーション研修 

   ４月９日（水）～４月１２日（土） 

   学術協定校の琉球リハビリテーション学院協力のもと、初年次教育の一環として海洋リハビリテ

ーション研修を実施した。 

 ３）新入生交流会 

４月１９日（土） 

   ７学科の新入生の交流企画として、校舎オリエンテーリング、グループミーティングを実施した。 

 ４）郡山シティマラソンボランティア 

   ４月２９日（火） 
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   郡山市主催イベントにボランティア（給水所や路上誘導など）として参加した。 

 ５）校内献血活動 

   ５月２０日（火）、１１月１８日（火） 

   ２回にわたり献血車が来校し、教職員が献血に協力した。 

 ６）学園祭「東都祭」の開催 

   ７月２０日（日） 

   各クラスの学業展示、ステージイベント、福島ファイアーボンズコラボ企画などのプログラムを

実施した。市内の就労支援事業所販売ブース、キッチンカーなど地域事業の協力をいただいた。 

 ７）２４時間テレビイベントへの出展 

   ８月３０日（土）、８月３１日（日） 

   ２４時間テレビ県内会場である日本大学工学部を会場に開催され、当校から「骨密度測定」「キー

ホルダー作り」を出展した。 

８）第５９回「ハートフルサタデー」献血イベントへの出展 

   ９月１３日（土） 

   ビッグパレット福島を会場に開催され、当校からイベント内ブースに「骨密度測定」「キーホルダ

ー作り」を出展した。 

 １０）福島ファイアーボンズ、学園主催試合の開催 

   １１月２９日（土）、１１月３０日（日） 

   当学園主催試合の開催。学生ボランティアと教職員による子どもの遊びブース、キース鍼灸接骨

院の無料施術ブース、託児スペース運営を協力した。 

１１）校内スポーツ大会 

   １１月～１２月末までに実施。 

   AGC エレクトロニクス郡山カルチャーパークを会場に全学科合同開催予定であったが、インフ

ルエンザの蔓延、感染対策防止のため、学科ごとに企画・実施した。 

 １２）動物介在療法特別講義、ホースセラピー研修 

   １２月１６日（火）、１２月１７日（水）ホースセラピー研修 

   いわき市の旅人牧舎様のご協力のもと、こども未来学科、介護福祉学科、メディカルスポーツ柔
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道整復学科、作業療法学科、理学療法学科2年生が参加した。 

   ３月３日（火）動物介在療法特別講義 

   川嶋舟先生をお招きし、こども未来学科、介護福祉学科、メディカルスポーツ柔道整復学科、作

業療法学科、理学療法学科1年生が受講した。 

 １３）地域貢献活動 通年 

   地域において子ども及び家庭への支援ニーズが高まっている状況を踏まえ、地域福祉活動の一環

として「まんまーる東都学園こども（地域）食堂」を継続的に開催した。 

   また、新たに「フードパントリー」を開始し、地域支援活動の拡充を図った。 

 １４）バスケットボールクリニックの開催 通年 

   つくば開成高校郡山校のバスケットボールコースに伴い、スポーツを通じた地域連携による広報

効果を期待し、福島ファイヤーボンズとの連携事業として通年で開催した。 

１５）学校関係者評価委員会及び教育課程編成委員会の開催 

   ８月２１日（木）第1回学校関係者評価委員会及び教育課程編成委員会、 

   ３月１７日（火）第2回学校関係者評価委員会及び教育課程編成委員会を開催した。 

 １６）学生ファーストのためにともに成長する会 

   ９月９日（火）第１回 各学科からの報告発表 

   ２月２８日（土）第２回 ①講義：「専修学校とは」、講師：重里執行役員、②国家試験報告、③

附帯事業の概要・取り組み発表、④グループディスカッション 

   教職員研修の推進を目的にFD・SD研修を実施した。 

 １７）新規児童発達支援事業所・放課後等デイサービス事業所の開設 

   ３月１日（日）付 

   「【発達スポーツ療育】わんぱく東都学園児童発達支援・放課後等デイサービス事業所」の事業所

指定（認可）を受けた。 

１８）卒業式 

   ３月１３日（金） 

来賓を迎え対面で挙行した。あわせて学園主催の卒業記念パーティーを実施した。 
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５－１ 各学科退学者 

  
在籍者総数 留年者数 退学者数 退学率 

こども未来学科 

令和５年度 ４８ ０ １ ２.１% 

令和６年度 ２６ ３ １ ３.８% 

令和７年度 ３６ ３ ４ １１.１% 

介護福祉学科 

令和５年度 ５７ ０ １ １.８% 

令和６年度 ４４ １ ０ ０.０% 

令和７年度 ５３ ０ ２ ３.８% 

メディカル 

スポーツ 

柔道整復学科 

令和５年度 ７２ ０ ６ ８.３% 

令和６年度 ６６ ３ ８ １２.１% 

令和７年度 ５０ １ １ ２.０% 

作業療法学科 

令和５年度 ８３ ０ ２ ２.４% 

令和６年度 ８２ ３ ３ ３.７% 

令和７年度 ６４ １ １ １.６% 

理学療法学科 

令和５年度 ２２０ ０ １１ ５.０% 

令和６年度 ２０７ １５ １３ ６.３% 

令和７年度 １６２ ４ ６ ３.７% 

日本語学科 

令和５年度 ８２ ０ ３ ３.７% 

令和６年度 ６９ ０ ０ ０.０% 

令和７年度 １１９ ０ ０ ０.０% 

国際日本語学科 

令和５年度 ０ ０ ０ - 

令和６年度 １４ ２ ０ ０.０% 

令和７年度 ５ ０ ０ ０.０% 

 

５－２ オープンキャンパスなどの開催状況                    （人） 

 １）オープンキャンパス 
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開催日時 種別 参加者 

４月２７日 オープンキャンパス ２７ 

５月１３日 オープンキャンパス １８ 

５月１７日 オープンキャンパス ４９ 

６月 ７日 オープンキャンパス ３５ 

６月２８日 オープンキャンパス ４０ 

７月１２日 スペシャルオープンキャンパス ４１ 

７月２６日 オープンキャンパス ４２ 

８月 ２日 スペシャルオープンキャンパス ６６ 

８月１７日 スペシャルオープンキャンパス ９０ 

９月 ６日 オープンキャンパス ２０ 

９月２０日 オープンキャンパス ２６ 

１０月 ４日 オープンキャンパスmini ９ 

１１月 １日 オープンキャンパスmini ４ 

１１月１５日 オープンキャンパスmini ２ 

１２月 ６日 オープンキャンパスmini ４ 

１２月２１日 オープンキャンパスmini ２１ 

１月１０日 オープンキャンパスmini ３ 

１月３１日 オープンキャンパスmini ２ 

２月 ８日 オープンキャンパスmini ７ 

３月 ７日 オープンキャンパスmini ３ 

令和７年度 計 ５０９ 

                             ※令和６年度計；４８３人 

 

２）その他のイベント 

  （１）個別相談会・学校見学     ：２回開催／３人参加 
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  （２）会場ガイダンス・高校ガイダンス：７６会場／４４０人参加 ※１,２年生含む 

（３）令和８年度対象イベント 

① スペシャルオープンキャンパス（３月２２日開催）；５１人参加 

 

５－３ 令和７年度生学生募集                           （人） 

実施日／出願種別 
こども未来 

学科 

介護福祉 

学科 

メディカル

スポーツ柔

道整復学科 

作業療法 

学科 

理学療法 

学科 
計 

８月 
社会人特別キャリア

チェンジ入試１期 
１ 

  
１ 

 
２ 

１０月 

総合型選抜入試１期 ９ ２ ４ ４ ６ ２５ 

総合型選抜入試２期 ５   ２  ７ 

指定校推薦１期 ７ １２ １８ １０ ２８ ７５ 

公募推薦１期  ２ １  １ ４ 

就学支援型１期       

１２月 

総合型選抜入試３期 １  １ １ ２ ５ 

指定校推薦２期  １   １ ２ 

公募推薦２期   １   １ 

一般１期 １    １ ２ 

就学支援型２期       

社会人特別キャリア

チェンジ入試２期 
      

１月 

一般２期       

社会人特別キャリア

チェンジ入試３期 
      

 特別選抜入試 １   １ １ ３ 
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留学生入試  １０    １０ 

合  計 

出願者 ２５ ２７ ２５ １９ ４１ １３７ 

欠席者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合格者 ２５ ２７ ２５ １９ ４１ １３７ 

不合格者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

辞退者 ２ ０ ０ ０ １ ３ 

入学者（５科） ２３ ２７ ２５ １９ ４０ １３４ 

入学生（JL、ILB） ※日本語学科７４,国際教養ビジネス学科３９＝計１１３ ２４７ 

※日本語学科（JL）外国人留学生 入学生計７４人（２０２６年１０月生含む） 

国際教養ビジネス学科（ILB）外国人留学生 入学生計３９人   

 

６．キャリア就職支援 

１）キャリア就職支援  

キャリア就職支援の一端として、令和７年度就職説明会を７月１５日（火）、８月８日（金）の

２日間で開催した。参加施設数は福祉系開催２９施設、医療系開催６５施設であり、就職希望の

最終学年学生数は計１３９名（令和７年５月１日時点）であった。 

 

 ２）求人数は次の通り 

（１）こども未来学科 

 北海道８件、東北３９件（福島県を除く）、福島県６２件、関東２５１件、信越２件、 

北陸０件、東海１件、近畿１２件、中国２件、九州２件、沖縄県１件 

合計３６６件、求人募集人数２,６５４人、求人倍率２２１.１倍 

〈施設区分：保育園２８４件、こども園２４件、乳児院２件、幼稚園２２件、病院６件、 

児童養護施設４件、障害者施設８件、社会福祉協議会３件、一般企業１７件、その他１０件〉 

（２）介護福祉学科 

 北海道３件、東北５０件（福島県を除く）、福島県８２件、関東１２６件、信越１５件、 
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北陸０件、東海７件、近畿２７件、中国１件、四国２件、九州１件、沖縄県０件 

合計３１４件、求人募集人数１,９２０人、求人率１０１.１倍 

〈施設区分：病院４１件、診療所２件、介護老人保健施設７１件、 

特別養護老人ホーム１４９件、グループホーム６件、社会福祉協議会１２件、 

訪問介護事業所１件、デイケアセンター１件、障害者施設６件、一般企業１９件、 

その他５件〉 

（３）メディカルスポーツ柔道整復学科 

北海道２件、東北５件（福島県を除く）、福島県９件、関東４７件、信越０件、北陸０件、 

東海９件、近畿１４件、中国１件、四国０件、九州３件、沖縄県０件 

合計９０件、求人募集人数１,１３０人、求人倍率４５.２倍 

〈施設区分：接骨・整骨院６１件、病院３件、介護老人保健施設７件、一般企業１８件、 

その他０件〉 

（４）作業療法学科 

北海道１９件、東北４４件（福島県を除く）、福島県３７件、関東３６５件、信越８件、 

北陸１件、東海６件、近畿４０件、中国４件、四国３件、九州２件、沖縄県０件 

合計５２９件、求人募集人数３,７５１人、求人倍率１７８.６倍 

〈施設区分：病院４６１件、診療所１件、介護老人保健施設３７件、 

特別養護老人ホーム８件、デイケアセンター２件、一般企業１６件、その他３件〉 

（５）理学療法学科 

北海道１８件、東北４３件（福島県を除く）、福島県３１件、関東３５２件、信越５件、 

北陸１件、東海８件、近畿２９件、中国２件、四国５件、九州２件、沖縄県０件 

合計４９６件、求人募集人数４,５１１人、求人倍率７２.８倍 

〈施設区分：病院４３６件、介護老人保健施設３５件、特別養護老人ホーム１０件、 

デイケアセンター２件、一般企業１５件、接骨院・整骨院１件、その他３件〉 

（６） 一般企業からの求人 

北海道２件、東北４件（福島県を除く）、福島県１１件、関東１８件、信越５件、北陸０件、 

東海０件、近畿０件、中国１件、四国０件、九州０件、沖縄県０件 
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合計４１件、求人募集数１３６人 

（７）公務員の求人 

北海道０件、東北２件（福島県を除く）、福島県０件、関東３件、信越０件、北陸０件、 

東海０件、近畿０件、中国０件、四国０件、九州０件、沖縄県０件 

 合計５件、求人募集数１５８人 

 

３）進路（就職、進学）実績は次の通り   

（１）こども未来学科 

卒業者１０名、就職斡旋希望者９名、就職決定者９名、就職率１００％ 

就職先：福島県９名 

（２）介護福祉学科 

    卒業者１８名、就職斡旋希望者１７名、就職決定者１７名、就職率１００％ 

就職先：福島県１４名、埼玉県２名、東京都１名 

（３）メディカルスポーツ柔道整復学科 

   卒業者２４名、就職斡旋希望者１１名、就職決定者１１名、就職率１００％ 

就職先：福島県２名、岩手県１名、栃木県１名、埼玉県２名、東京都２名、千葉県３名、 

神奈川県１名、京都府１名 

進学先：外部１名 

（４）作業療法学科 

卒業者２１名、就職斡旋希望者２１名、就職決定者２１名、就職率１００％ 

   就職先：宮城県１名、福島県１２名、茨城県１名、栃木県１名、東京都２名、神奈川県４名 

（５）理学療法学科 

卒業者５７名、就職斡旋希望者５０名、就職決定者５０名、就職率１００％ 

就職先：福島県２９名、茨城県２名、栃木県４名、埼玉県２名、千葉県３名、東京都６名、 

神奈川県２名、 

（６）日本語学科 

   卒業者５５名、 
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進学先：内部進学２０名（うち、介護福祉学科１０名、国際教養ビジネス学科１０名）、 

外部進学３２名 

（７）国際日本語学科 

   卒業者５名、就職斡旋希望者１名、就職決定者１名、就職率１００％ 

      就職先：東京都１名 

進学先：内部進学３名（うち、国際教養ビジネス学科２名、外部進学１名） 

 

７．国家試験の状況  

国家試験の状況は次の通り  

１）郡山健康科学専門学校（現役生） 

学   科 受験者数（人） 合格者数（人） 不合格者 合格率（%） 
全国平均 

（ 養 成 校 % ） 

こども未来学科 １０    １０ ※１  １００％  

介護福祉学科 １８ １７    １ ※2 ９４.４％ ７０.１％ 

柔道整復学科 ２４ １７ ７ ７０.８％ ７１.５％ 

作業療法学科 ２１ ２１ ０ １００％ ９２.５％ 

理学療法学科 ５７ ５０ ７ ８７.７％ ９５.１％ 

※1 こども未来学科においては、保育士資格は卒業時自動取得となっている。 

※2 介護福祉学科においては、卒業時共通試験において全員合格となっている。（当面暫定措置） 

 

８．奨学金・修学資金受給状況 

１）独立行政法人日本学生支援機構 奨学金制度（全学生対象）             （人） 

  貸与 

第1種 

貸与 

第2種 
合計 併用 

給付 

(多子世帯含む) 

貸与給付 

併用 

こども未来学科１年 ４ ２ ６ １ １０ ４ 

こども未来学科２年 １ ２ ３ ０ ２ ２ 
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介護福祉学科１年 １ １ ２ ０ ３ １ 

介護福祉学科２年 ２ ３ ５ ０ ２ １ 

メディカルスポーツ 

柔道整復学科１年 
１ ４ ５ ０ ５ ２ 

メディカルスポーツ 

柔道整復学科２年 
３ ２ ５ ０ ３ ２ 

メディカルスポーツ 

柔道整復学科３年 
８ ５ １３ ３ ５ ３ 

作業療法学科１年 ４ ３ ７ １ ４ ３ 

作業療法学科２年 ６ ６ １２ ３ ４ ３ 

作業療法学科３年 ３ ３ ６ １ ３ ２ 

作業療法学科４年 ７ ８ １５ ２ ５ ４ 

理学療法学科１年 １２ １２ ２４ ７ １３ ６ 

理学療法学科２年 １４ １１ ２５ ７ ８ ６ 

理学療法学科３年 １７ １９ ３６ ６ １０ ８ 

理学療法学科４年 ２４ ２４ ４８ １１ １７ １６ 

 

２）理学療法士等修学資金制度        （人） 

学科 / 学年 採用者 

作業療法学科１年 ４ 

作業療法学科２年 ４ 

作業療法学科３年 １ 

作業療法学科４年 ５ 
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理学療法学科１年 ９ 

理学療法学科２年 １２ 

理学療法学科３年 １３ 

理学療法学科４年 １６ 

 

３）保育士修学資金             （人） 

学科 / 学年 採用者 

こども未来学科１年 １１ 

こども未来学科２年 ６ 

 

４）介護福祉士修学資金           （人） 

学科 / 学年 採用者 

介護福祉学科１年 ２４ 

介護福祉学科２年 ３ 

 

９．理事長の職務執行状況報告 

 今年度は、改正私立学校法への対応及び学校法人としてのガバナンス強化を重要課題として位置づけ、

理事長の職務執行状況報告、監事監査及び内部統制体制の整備を推進した。 

 理事長の職務執行状況報告については、寄附行為第１８条に基づき、年２回の実施した。また、監事

監査を５月及び１２月に実施し、法人管理、会計処理、学校運営、学生管理等について監査及び指摘事

項確認を受けた。これらの指摘事項に対し、計算書類等における期日を遵守した作成、稟議規程に基づ

く事前起案、緊急事態のタイムリーな報連相の徹底、各学科長及び各施設責任者の意識改革、旅費規程

に基づく適切な支給、改定就業規則の整備及び諸規程の継続的な見直し等の改善を推進した。 

 特に、理事会・評議員会・手続き関係の記録について、県からの誤認による指摘に対し、関連資料を

提出のうえ、改めて誤認を訂正のうえ報告を行った。また、承認のプロセス及び記録保管について、あ

らゆる案件について学内稟議規定（承認経路）の明確化を図るべく GS（グループセッション）稟議決

裁に一元化した。 
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１０．蔵書数 

 ２８，９８９冊 

 

１１．財務の概要 

  

別表１ 貸借対照表 

別表２ 事業活動収支計算書 

別表３ 財産目録 

別表４ 監査報告書 
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参 考  

２０２４年度・２０２５年度 主要実績比較表（案） 

 
項目 

２０２４年度 

(令和７年３月３１日時点) 

２０２５年度 

(令和８年３月３１日時点) 

比較 

学
生
募
集
状
況 

総出願者数 ２０５名 ２４９名 +４４名 

・NT出願者数 ２５名 ２４名 －１名 

・CCW出願者数 ３４名 ２７名 －７名 

 ・MsJuT出願者数 １７名 ２５名 +８名 

 ・OT出願者数 １５名 １９名 +４名 

 ・PT出願者数 ４２名 ４１名 －１名 

 ・JL出願者数 ６７名 ７４名 +７名 

 ・IJL出願者数 ５名 募集無し  

 ・ILB出願者数 新規開設 ３９名 +３９名 

OC等参加者数 ４８３名 ５０９名 +２６名 

在
籍
状
況 

在籍者数 ４９２名 ５６２名 +７０名 

定員充足率 ７０.９％ ７３.６％ +６.３pt 

NT退学率 ３.８％ １１.１％ 悪化 

CCW退学率 ０.０％ ３.８％ 悪化 

MsJuT退学率 １２.１％ ２.０％ 改善 

OT退学率 ３.７％ １.６％ 改善 

PT退学率 ６.３％ ３.７％ 改善 

JL退学率 ０.０％ ０.０％ 維持 
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IJL退学率 ０.０％ ０.０％ 維持 

国
家
資
格 

NT国家資格取得 １００％ １００％ 維持 

CCW国家試験合格率 ９６.０％ ９４.４％ －１.６pt 

MsJuT国家試験合格率 ４１.１％ ７０.８％ +２９.７pt 

OT国家試験合格率 ７５.０％ １００％ +２５pt 

PT国家試験合格率 ８３.７％ ８７.７％ +４.０pt 

進
路
（
就
職
、
進
学
）
状
況 

NT求人件数 ３７１件 ３６６件 －５件 

CCW求人件数 ３２２件 ３１４件 －８件 

MsJuT求人件数 １３８件 ９０件 －４８件 

OT求人件数 ５９９件 ５２９件 －７０件 

PT求人件数 ５８４件 ４９６件 －８８件 

NT求人倍率 １８１.１倍 ２２１.１倍 +４０倍 

CCW求人倍率 ９０.５倍 １０１.１倍 +１０.６倍 

MsJuT求人倍率 ８２.５倍 ４５.２倍 －３７,３倍 

OT求人倍率 ２１１.９倍 １７８.６倍 －３３.３倍 

PT求人倍率 １６７.８倍 ７２.８倍 －９５倍 

NT就職率 １００％ １００％ 維持 

CCW就職率 １００％ １００％ 維持 

MsJuT就職率 １００％ １００％ 維持 

OT就職率 １００％ １００％ 維持 

PT就職率 １００％ １００％ 維持 
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JL進学者数 １４名 ５２名 増加 

JL就職者数 ０名 ３名 増加 

IJL就職者数 ４名 １名 －３名 

IJL進学者数 ８名 ３名 －５名 

そ
の
他 

奨学金利用者 ４２４名 ４１４名 －１０名 

全保連利用者 未実施 ３名 +３名 

地域活動回数 ３回程度 ２６回程度 増加 

 

《上記の理由と対応策》 

１．学生募集状況 

前年比プラス４４名については、国際教養ビジネス学科が新規開設となり、１０名定員に対して３９

名の入学となった。従来の設置学科５学科については、メディカルスポーツ柔道整復学科、作業療法

学科が例年と比較すると入学者数が改善した。しかしながら、理学療法学科では定員６６名に対して

４０名の入学者に留まる結果となった。 

このことについて、大本理事長のご指導のもと、２０２７年度より「スポーツ分野」に特化した講義、

講座の実施を目指し準備を進めており、あわせてその広報活動を推進している。２０２７年度は既設

置学科のカリキュラムに「スポーツ講座」の開講を加え、特にスポーツ分野への従事を希望する生徒

の獲得を広げ、入学者数の増加を目指していく。 

２．在籍率および退学率 

 在籍率については、２０２４年度が４９２名、２０２５年度は５６２名となり、７０名増となった。

この要因としては、コロナ禍後の日本語学科留学生入学者数が安定してきたこと、メディカルスポー
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ツ柔道整復学科、作業療法学科、理学療法学科における退学率の大幅な改善によるものと考える。 

 ３学科の退学率改善は、２０２４年度から導入した、本試験不合格者への「再試験までの補習徹底」

と、再試験不合格者へ１０時間以上の補習後に実力テストを行う「単位認定試験の導入」という、二

段階の手厚い学習支援策の成果である。学習支援の方法として、継続して実施していく。 

 また、こども未来学科の退学率については、近年、通信制高校出身者など通学に課題を抱える総合型

選抜での入学者が増加しており、個別面談や留年・休学措置などによる学業継続の支援を重ねたもの

の、最終的に退学に至る事例がみられる。様々な個人特性を抱え入学してくる学生に対して、丁寧な

指導を実施し、その方法や結果を振り返り、学生指導の方法見直しを繰り返し実施していく。 

３．国家試験対策 

 国家試験については、前年度と比べ改善の結果となった。しかし、全国平均と比較すると平均点以下

の状況にある。この改善に向けて、授業の質の改善、試験などを含めた学生の修得度を都度評価しな

がら、学習支援を実施していく必要がある。２０２６年度より教育改革推進室が設置され、定期試験、

小テストなどでの習得度の定点評価を実施するとともに、教員の教授能力の向上を養う計画を学科横

断で推進していく。 

４．進路（就職、進学）状況 

 いずれの学科においても求人件数は前年比で減少している。特に福島県内および関東地方において、

3 つの医療系学科で求人件数が大幅に減少している。メディカルスポーツ柔道整復学科においては一

般企業からの求人件数は微増しているのに対して、接骨院・整骨院からの求人件数が前年比の６０％

に留まっており、県内外において法人またはグループ採用が多くなっている傾向にある。作業療法学

科、理学療法学科では病院や介護老人保健施設などからの求人件数は同程度であるが、それ以外の入

所や通所サービスを提供する高齢者施設からの求人件数が減少している。今後は業界の情勢も捉えな
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がら学生の活躍できる場の拡充を図っていく。 

また、日本語学科においては、卒業者数５５名のうち５２名が進学となり、うち２０名が当校介護福

祉学科または国際教養ビジネス学科への内部進学となった。今後は、学生の希望する業界に繋がる進

学を支援していくとともに、在学中の学習内容を充実させ、介護福祉や観光ビジネスなどの当校設置

学科への進学につながる支援を実施していく。 

５．その他 

 奨学金利用者については、僅かな減少となった。しかし、学費の分割納付サービス「全保連」の利用

者は初年度の２０２５年度に３名であったが２０２６年度については７名（うち、在校生２名、新入

生５名）となっており、学業継続に係る経済的な支援も必要な学生が多い状況である。 

 地域活動については、２０２５年度は「まんまーる東都学園こども（地域）食堂」「フードパントリー」

「バスケットボールクリニック」の実施となった。今後は附帯事業所に関連するイベントなどの計画・

開催を目指していく。 

 



学校法人こおりやま東都学園 11-別表１

(単位：円）

科　　　　　　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固定資産 2,507,480,409 2,501,946,615 5,533,794

　有形固定資産 2,450,168,998 2,455,127,577 △ 4,958,579

　　　　土地 564,669,568 564,669,568 0

　　　　建物 1,824,106,012 1,817,016,141 7,089,871

　　　　構築物 3,156,322 3,140,247 16,075

　　　　教育研究用機器備品 7,148,761 9,996,232 △ 2,847,471

　　　　その他の機器備品 5,943,982 12,697,868 △ 6,753,886

　　　　図書 42,385,050 42,385,050 0

　　　　車輌 2,759,303 5,222,471 △ 2,463,168

　　　　建設仮勘定 0 0 0

　　　　

　その他の固定資産 57,311,411 46,819,038 10,492,373

　　　　電話加入権 1,137,284 1,137,284 0

   　　　ソフトウエア 1,374,647 742,794 631,853

　　　　差入敷金保証金 15,000,000 10,899,960 4,100,040

　　　　出資金 5,010,000 5,010,000 0

　　　　長期前払費用 5,566,000 6,292,000 △ 726,000

       　保険積立金 29,223,480 22,737,000 6,486,480

流動資産 147,854,784 204,385,201 △ 56,530,417

　　　　現金及び預金 110,346,244 172,901,826 △ 62,555,582

　　　　未収入金 18,791,339 16,156,957 2,634,382

　　　　貯蔵品 543,726 940,342 △ 396,616

　　　　前払費用 15,716,069 12,734,160 2,981,909

　　　　立替金 387,506 59,556 327,950

　　　　仮払金 2,069,900 1,592,360 477,540

　資産の部合計 2,655,335,193 2,706,331,816 △ 50,996,623
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　資産の部



学校法人こおりやま東都学園 11-別表１

(単位：円）

科　　　　　　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固定負債 727,719,484 638,704,082 89,015,402

　　　　長期借入金 663,724,164 614,455,032 49,269,132

　　　　長期未払金 54,951,320 15,834,050 39,117,270

　　　　退職給付引当金 9,044,000 8,415,000 629,000

流動負債 851,338,493 692,226,554 159,111,939

　　　　短期借入金 270,975,544 188,985,124 81,990,420

　　　　未払金 201,925,212 76,376,396 125,548,816

　　　　仮受金 50,000 0 50,000

　　　　前受金 354,897,620 411,534,480 △ 56,636,860

　　　　預り金 23,490,117 15,330,554 8,159,563

　負債の部合計 1,579,057,977 1,330,930,636 248,127,341

　純資産の部

科　　　　　　　　　　　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

基本金

　第１号基本金 4,043,887,803 3,991,197,201 52,690,602

繰越収支差額

　翌年度繰越収支差額 △ 2,967,610,587 △ 2,615,796,021 △ 351,814,566

　純資産の部合計 1,076,277,216 1,375,401,180 △ 299,123,964

　負債及び純資産の部合計 2,655,335,193 2,706,331,816 △ 50,996,623
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　負債の部



学校法人こおりやま東都学園 11-別表２

(単位：円）

科　　　　　　　　　　　目 予　　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金 （ 682,120,000 ） （ 649,020,320 ） （ 33,099,680 ）
　　　授業料 409,040,000 386,511,000 22,529,000
　　　入学金 26,800,000 25,125,000 1,675,000
　　　施設設備資金 86,710,000 84,775,000 1,935,000
　　　実験実習料 159,570,000 152,609,320 6,960,680

手数料 （ 5,300,000 ） （ 6,714,045 ） （ △ 1,414,045 ）
　　　入学検定料 3,300,000 5,828,245 △ 2,528,245
　　　試験料 1,300,000 532,000 768,000
　　　証明手数料 700,000 353,800 346,200

寄付金 （ 5,000,000 ） （ 1,087,000 ） （ 3,913,000 ）
　　　特別寄付金 2,500,000 850,000 （ 1,650,000 ）
　　　一般寄付金 2,500,000 237,000 （ 2,263,000 ）

経常費等補助金 （ 67,000,000 ） （ 63,986,073 ） （ 3,013,927 ）
　　　国庫補助金 0 0 0
　　　福島県補助金 21,000,000 15,812,473 5,187,527
　　　市補助金 1,000,000 48,173,600 △ 47,173,600
　　　保育給付費収入 45,000,000 0 45,000,000

付随事業収入 （ 69,000,000 ） （ 44,028,520 ） （ 24,971,480 ）
　　　附属事業収入 69,000,000 44,028,520 24,971,480
　　　受託事業収入 0 0 0

雑収入 （ 57,000,000 ） （ 57,809,733 ） （ △ 809,733 ）
　　　施設設備利用料 1,000,000 270,000 730,000
　　　受取家賃収入 44,000,000 47,964,173 △ 3,964,173
　　　その他の雑収入 12,000,000 9,575,560 2,424,440

　教育活動収入計 885,420,000 822,645,691 62,774,309

人件費 （ 403,192,000 ） （ 443,025,216 ） （ △ 39,833,216 ）
　　　教員人件費 229,172,000 265,405,791 △ 36,233,791
　　　職員人件費 149,960,000 142,954,445 7,005,555
　　　役員報酬 23,460,000 33,588,896 △ 10,128,896
　　　退職給与引当金繰入額 600,000 629,000 △ 29,000
　　　退職金 0 447,084 △ 447,084

教育研究経費 （ 120,444,400 ） （ 129,594,898 ） （ △ 9,150,498 ）
　　　消耗品費 12,420,000 7,855,209 4,564,791
　　　奨学金 61,732,000 71,850,000 △ 10,118,000
　　　旅費交通費 1,840,000 234,918 1,605,082
　　　通信運搬費 92,000 54,060 37,940
　　　出版物費 1,104,000 1,640,376 △ 536,376
　　　賃借料 1,104,000 1,200,000 △ 96,000
　　　福利費 3,220,000 4,295 3,215,705
　　　渉外費 46,000 30,677 15,323
　　　報酬委託手数料 4,140,000 1,224,145 2,915,855
　　　研究費 644,000 636,987 7,013
　　　行事費 2,760,000 5,052,701 △ 2,292,701
　　　教材費 6,440,000 8,192,965 △ 1,752,965
　　　諸会費 1,104,000 193,100 910,900
　　　実習費 19,780,000 29,152,394 △ 9,372,394
　　　修繕費 0 0 0
　　　減価償却費 4,000,000 2,256,221 1,743,779
　　　雑費 18,400 16,850 1,550

管理経費 （ 340,240,000 ） （ 530,201,376 ） （ △ 189,961,376 ）
　　　消耗品費 13,800,000 83,592,044 △ 69,792,044
　　　水道光熱費 22,678,000 30,892,302 △ 8,214,302
　　　旅費交通費 13,248,000 35,295,523 △ 22,047,523
　　　車輌燃料費 3,781,200 5,787,629 △ 2,006,429
　　　福利費 4,140,000 7,620,777 △ 3,480,777
　　　通信運搬費 3,864,000 5,289,640 △ 1,425,640
　　　保険料 8,565,200 14,476,869 △ 5,911,669
　　　公租公課 1,840,000 867,800 972,200
　　　広報費 36,846,000 38,351,248 △ 1,505,248

事　業　活　動　収　支　計　算　書
令和　７年　４月　１日から
令和　８年　３月３１日まで
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学校法人こおりやま東都学園 11-別表２

　　　諸会費 1,104,000 2,651,153 △ 1,547,153
　　　渉外費 41,593,200 21,202,141 20,391,059
　　　リース料 920,000 3,394,458 △ 2,474,458
　　　保守管理費 26,818,000 26,624,245 193,755
　　　修繕費 25,760,000 65,237,791 △ 39,477,791
　　　報酬委託手数料 39,928,000 71,659,440 △ 31,731,440
　　　賃借料 37,076,000 53,922,531 △ 16,846,531
　　　出版物費 368,000 772,241 △ 404,241
　　　減価償却費 55,500,000 55,836,797 △ 336,797
　　　受託事業支出 0 0 0
　　　雑費 2,410,400 6,726,747 △ 4,316,347

徴収不能額等 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）
　　　徴収不能引当金繰入額 0 0 0
　　　徴収不能額 0 0 0

　教育活動支出計 863,876,400 1,102,821,490 △ 238,945,090
21,543,600 △ 280,175,799 301,719,399

受取利息・配当金 （ 300,000 ） （ 199,312 ） （ 100,688 ）
　　　その他受取利息・配当金 300,000 199,312 100,688

その他の教育活動外収入 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

　教育活動外収入計 300,000 199,312 100,688

借入金等利息 （ 12,100,000 ） （ 19,147,477 ） （ △ 7,047,477 ）
　　　借入金利息 12,100,000 19,147,477 △ 7,047,477

その他の教育活動外支出 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

　教育活動外支出計 12,100,000 19,147,477 △ 7,047,477
△ 11,800,000 △ 18,948,165 7,148,165

9,743,600 △ 299,123,964 308,867,564
資産売却差額 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）
　　　施設売却差額 0 0 0
　　　設備売却差額 0 0 0
　　　投資有価証券売却差額 0 0 0

その他特別収入 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）
　　　受取損害賠償金 0 0 0

　特別収入計 0 0 0
資産処分差額 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）
　　　施設処分差額 0 0 0
　　　設備処分差額 0 0 0

その他特別支出 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）
　　　補助金返還損失 0 0 0
　特別支出計 0 0 0

0 0 0
9,743,600 △ 299,123,964 308,867,564

△ 10,000,000 △ 52,690,602 42,690,602
△ 256,400 △ 351,814,566 351,558,166

△ 2,550,000,000 △ 2,615,796,021 65,796,021
0 0 0

△ 2,550,256,400 △ 2,967,610,587 417,354,187

（参考）
885,720,000 822,845,003 62,874,997
875,976,400 1,121,968,967 △ 245,992,567
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学校法人　こおりやま東都学園 11-別表３

Ⅰ 資産総額 2,655,335,193円

1　基本財産 2,450,168,998円

2　運用財産 205,166,195円

Ⅱ 負債総額 1,579,057,977円

Ⅲ 正味財産 1,076,277,216円

一 資産額

(1)基本財産

　　1　土地 校舎敷地 564,669,568円

　　2　建物 校舎 1,824,106,012円

　　3　構築物 3,156,322円

　　4　教育研究用機器備品 7,148,761円

　　5　その他の機器備品 5,943,982円

　　6　図書 42,385,050円

　　7　車輛 2,759,303円

小計 2,450,168,998円

（2）運用財産

　　1　電話加入権 1,137,284円

　　2　ソフトウエア 1,374,647円

　　3　差入敷金保証金 15,000,000円

　　4　出資金 5,010,000円

　　5　長期前払費用 5,566,000円

　　6　保険積立金 29,223,480円

　　7　預金、現金 110,346,244円

　　　　 現金 2,507,847円

　　　　普通・当座預金 58,850,674円

　　　　定期預金・通知預金 48,987,723円

　　8　  未収入金 18,791,339円

　　9　  貯蔵品 543,726円

　   10　  前払費用 15,716,069円

　   11　  立替金 387,506円

　   12　 仮払金 2,069,900円

小計 205,166,195円

　　資産総額 2,655,335,193円

二 負債額

(1)固定負債

　　1 長期借入金 663,724,164円

　　2 長期未払金 54,951,320円

　　3 退職給与引当金 9,044,000円

小計 727,719,484円

（2）流動負債

　　1 短期借入金 270,975,544円

　　2 未払金 201,925,212円

　　3 前受金 354,897,620円

　　　学納金前受金 354,897,620円

　　　その他前受金 0円

　　4 仮受金 50,000円

　　5 預り金 23,490,117円

小計 851,338,493円

　　負債総額 1,579,057,977円
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財　産　目　録

令和8年　3月31日現在




